
フランス・レンヌ市及びレンヌ・メトロポール(都市圏)の概要

フランス・地方都市におけるモビリティ
戦略の現在
ーレンヌ市視察調査に基づく考察ー

最近進めているモビリティ戦略

路面電車の利点とバスの柔軟性を

兼ね備えた

連節電気バスで専用の走行帯を運

行。(運行時間帯は午前5時25分か

ら午前0時35分まで、運行サービス

は4～8分に1本の高頻度）

2030年までに4路線整備

レンヌ市
地下鉄ｂ
線長期運
休に関す
る市民意
識調査結
果概要

レンヌ都市圏の交通政策(PDU）
の概要(2019年策定)と

各交通の現況

TRAM BUS整備計画

TRAM BUSイメージ

REV(高速自転車ネットワーク)

2030年までに500km整備(現在104km完成)
レンヌと最初の環状都市との間にある自転
車走行帯整備により構成
レンヌメトロポール(都市圏)の住民の80%
が利用可能
目標は、安全な接続により平均速度20km/h
に達する走行環境整備

考
察

レンヌ市内のある地下鉄駅近くで小さなマルシェが催されていたが，小さな露店でさえクレジットカー
ドが使えるようになった一方で，バリアフリー対策はまだ途上にある．このようにコロナ禍における取
組み姿勢の違いが，日仏間での都市政策における差異としてより顕著になったと考える．なお，フラン
スと日本での都市交通に関する諸制度が異なることは留意する必要がある．フランス各都市の交通機関
は公的機関が運営していることから連携しやすく，1枚の切符でどの交通機関にも一定時間・区間で利用
できる．また，フランス各地方の警察は自治体警察であり，弾力的な交通運用管理が行われている．
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